
様式第10号(第12条関係)
年　月　日
都留市長　　　　　　　　　　様

住所
市営住宅　　　　　団地　　　号棟　　　号室

契約名義人　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
即決和解申出書

私は、都留市　　　　　　　　所在の都留市営住宅　　　団地　　　号棟　　　号室に入居していますが、本日現在　　　　年　　月分から　　　　年　　月分まで、通算　　ヶ月分の家賃、督促手数料及び延滞金の合計金　　　　　　　円を滞納しており、その分割納付について、次のとおり行うため、都留簡易裁判所において即決和解することを申し出ます。

和解条項

第1　相手方は、申立人に対し、申立人所有の末尾記載の建物(以下「本件建物」という。)について、　　　　年　　　月分から　　　　年　　　月分までの滞納家賃、督促手数料及び延滞金の合計金　　　　　円の支払い義務のあることを認める。
第2　相手方は、申立人に対し、第1の金員を次のとおり分割して、毎月末日限り、申立人方に持参又は送金して支払う。ただし、初回の納付は原則として滞納家賃の3割以上の額とする。
(1)　初回　金　　　　　　　　円。
(2)　　　　　年　　　月から　　　　年　　　月まで金　　　　　　　　円ずつ。
(3)　上記支払期間中、　　　月及び　　　月は金　　　　　　　　円を加算する。
第3　相手方は、申立人に対する支払いを怠ったときは、当然に期限の利益を失い、相手方は、申立人に対し、第1の金員から既払金を控除した残金を一時に支払う。
第4　相手方は、　　　　年　　　月　　　日以降は、本件建物の家賃等の合計額として1ヶ月金　　　　　　　円の割合による金員の当月分を、毎月末日限り、申立人方に持参又は送金して支払う。

第5　相手方は、申立人に対し、家賃等が(都留市営住宅条例・都留市特定公共賃貸住宅管理条例)に基づいて金額に変更があったときは、その金額を支払う。

第6　相手方が、第3により期限の利益を失ったとき、又は第4の支払いを怠り、その額が3ヶ月分以上に達したときは、何らの通知又は催告を要することなく、本件建物の賃貸契約は当然解除となり、相手方は、申立人に対し、直ちに本件建物を明け渡す。

第7　相手方は、第6により、本件建物の賃貸借契約が解除されたときは、申立人に対し、契約解除の翌日から建物の明渡しが完了するまで、(都留市営住宅条例・都留市特定公共賃貸住宅管理条例)に基づいて本件建物について定められた(近傍同種の住宅の家賃の額の2倍に相当する額・家賃相当額の2倍に相当する額)として1ヶ月金　　　　　　　　円の損害金を支払う。

第8　相手方は、第6により、本件建物の賃貸借契約が解除されたときは、何時給与債権及び財産が差押えられても異議は申し立てない。

第9　本件和解費用は、各自負担とする。

物件の表示　所在
物件　都留市営住宅　　　団地　　　号棟　　　号室
構造
種類
面積　　　　　　　　　　　　平方メートル

